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This paper discusses how to structuralize learning/instructional theories as the foundations for theory-awareness based on 
the OMNIBUS ontology. The concept of “WAY” that has been proposed by this study would be helpful for both utilizing 
and abstracting learning/instructional design knowledge. This paper proposes an is-a hierarchy of WAY-knowledge and disu-
cusses how the is-a hierarchy leads to a deeper understanding of learning/instructional theories. 

 

1. はじめに 
学習・教授理論（以下，本稿では「理論」は基本的に学習・教

授理論を指す）は学習・教授のための方略（以下，方略）を検証

しまとめたものであり，学習コンテンツや授業・講義の設計にお

いて教師やインストラクショナルデザイナが自分が実現したい学

習・教授シナリオ（流れ）を具体化するための情報源となる

[Ertmer 1993]．しかし，実際には理論を理解し活用することが難

しく，過去の経験などに基づいて方略を決定していることが多い

のも実状である[Nunes 2007]． 
その困難さの原因の一つとして，多種多様な理論とその背後

にあるパラダイムの存在が挙げられる．学習を外部からの刺激

に対する人間の観察可能な行動の変容と捉える「行動主義」，

内的な情報処理過程に注目し学習を認知構造の変化として捉

える「認知主義」，学習者の主体的な知識獲得過程として学習

を捉える「構成主義」，そして主体的な知識獲得過程における

他者や環境との相互作用に注目した「社会的構成主義」といっ

たパラダイムの違いがある [Cooper 1993]．加えて，これらのパラ

ダイムは相互に反発し合い，深いところで異なった用語，概念，

モデルを導入して多種多様な理論の基盤となっている．つまり，

まずパラダイム間で異なった前提が設定され，その上でさらに

多様な理論が提案されているという図式になっている．そのため，

個々の理論の理解と理論間の比較対照，そして具体事例への

適用が一層難しくなっていると言える． 
このような状況に対して，理論を整理し，その理解と活用を深

めようという試みはいくつか行われている．例えば，Reigeluthは

それぞれの理論は独立で断片的であると言いつつも，それらを

集積し俯瞰することを目指し，理論の提案者による説明を集め，

それらの関連性（共通点・相違点）を分析している[Reigeluth 
1983]．これはパラダイムや理論の種類の観点からの分類である．

一方，SmithとRagan[Smith 2005]は個々の理論に含まれる方略

を扱っている学習対象（概念や手続き，原理など）でパラダイム

の種類とは独立に分類し，整理している．また，インストラクショ

ナルデザインモデルの中にはDickとCareyのモデル[Dick 2001]
のように基本となる学習・教授プロセスを設定してその中で利用

できる方略を様々な理論から抽出してまとめているものもある． 
これらの成果では，それぞれ，パラダイム・理論の種別ごとの

特

ントロジー工学に基づいてモデル化し，

そ

化の枠組みについて述べる．3 節で

は

2. 学習・教授理論の方略指向の整理 
の原理に基づ

い
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性の違い，ある学習対象に対する理論ごとのアプローチの違

い，学習教授の流れの各フェーズで活用できる理論の種別がよ

り明確化されている．このような観点は，理論を理解するために

有効であるが，個々の観点ごとに独立に分析が行われており，

観点間の整合性も保証されていないために，これらを横断的に

俯瞰することは難しい． 
本研究では，理論をオ

れを通じて一つのモデルで上記のような複数の観点の管理

の実現を提案する．理論の内容をある枠組みに沿ってモデル

化して蓄積することで，例えば，Gagneの理論[Gagne 1979]がど

のような状態を学習目標として，どのような方略を定義している

のか？または，「動機付け」を学習目標とする方略にはどのよう

なものがあってそれらはどの理論に含まれているのか？各パラ

ダイムではどのような状態を主に扱っているのかといったような

情報をシステム上で動的に生成するための枠組みを提案する．

このような技術を確立することで，これまでは困難であった学習・

教授に関する理論的知識の蓄積と利用において情報工学的観

点から大きな貢献ができると考えている．但し，本稿における議

論の主旨は多角的な観点から理論をより深く理解するためのモ

デル化とその運用について情報工学の観点から提案することで

あり，モデル化したものやそれから得られる分析結果の妥当性

を検証することではない． 
以下，2 節では，モデル

，理論を理解するための観点の整理と，提案するモデルの上

でどのようにそれらの観点を生成するかについて述べる．4 節で

は，本研究で開発している理論アウェアかつ標準化準拠オーサ

リングシステム SMARTIES 上で実装した機能について説明す

る．最後にまとめと今後の課題を述べる． 

学習・教授理論は，その前提を成す原理やそ

た再利用性の高い学習・教授方略などによって構成される．

これらをうまく活用するためには，各理論の理解を深めると共に，

理論間の違いを理解する必要がある．しかし，前述したように理

論にはパラダイムの問題が大きく横たわっている．それぞれの

パラダイムが「学習」に関する独自の定義を持ち，他のパラダイ

ムに対してある種のアンチテーゼとして成立している．そして，

その上に数多くの理論が展開されている．このため，一見して

共通の基盤がないように見えるが，Ertmer [Ertmer 1993]や
Reigeluth [Reigeluth 1983]らのように，なんらかの共通項を見い

だすことも可能ではないかと提案している研究者もいる．彼らの

考察からは，各パラダイムではそれぞれ異なる発達メカニズム・

プロセスを想定はしているが，それは対象とする学習者の状態
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の範囲や，学習・教授の実現手法の違いとして捉えられ，その

中で想定されている各状態には何らかの共通項が見いだせる

可能性があると考えられる． 
このような考察の下で，本研究では『学習者の状態変化という

観

2.1 化の方針 

以

体として

積 と し て の

の

論に含まれて

い

では，この後者（2）における

に基づいて理論をモ

デ

2.2 学習・教授方略のモデル化 
した例を示す．ノードは

I_

ベントと学習イベントを結びつける概念

で

（マクロ）と小さなも

の

学習・教授方略の分類 
を構築することで，図 1 で示

を使うか，どのように学習

か

だけ

は

（マイクロ）の分解・達成関係を示すものであり，目標とする状

態をどのように達成するかを表す．これはトップダウンとボトムア

ップの 2 種類の解釈ができる．ボトムアップにはマイクロI_Lイベ

ントでの状態変化の集積によって，マクロI_Lイベントの状態変

化が達成されると解釈でき，理論で提案されている方略を状態

の達成関係として定義することで，descriptiveにそれぞれの理

論の意味を定義できる．一方，トップダウンにはマクロの行為を

マイクロの行為に分解することで達成できるというprescriptiveな

解釈ができ，この解釈によって理論の「活用」を実現できる．例

えば，あるI_Lイベントを分解したいときに，そのI_Lイベントと一

致するマクロI_Lイベントを持つ方式知識があれば，その方式知

識のマイクロI_Lイベントが分解結果の候補となる．つまり，方式

知識のマクロイベントと分解したいI_Lイベントの単一化によって，

方式知識のマイクロI_Lイベント列がそのI_Lイベントを実現する

ための部分I_Lイベント列として導出される．このように方式とし

て方略をモデル化することによって，方略の宣言的な定義と手

続き的な解釈を両立させることができる[林 2008a]．本研究では

これまで，この枠組みの下で 11 の学習・教授理論から抽出した

99 の教授方略を方式知識としてモデル化することで，方略レベ

ルで既存の理論・パラダイムの特徴付けを行い， この概念化の

妥当性を検討してきた[林 2007]． 

点から，「学習」に関する共有可能な何らかの「工学的近似」

を見いだせるのではないか』という作業仮説を立て，パラダイム

の相違点と共通点を工学的に浮き彫りにするための概念基盤と

してOMNIBUSオントロジー（以下，OMNIBUS）を構築してきた 
[Mizoguchi 2000][林 2007]． 

学習・教授理論の構造

OMNIBUS では理論について，

下のような 2 種類の概念化をし

ている． 
(1) 個々の理論全

の概念化 
(2) 方 略 の 集

個々の理論の概念化 
(1)は，個々の理論を原理など

本質属性で体系化することで

あり，各理論をパラダイムなどで

階層的に分類している．図 1 に

その一部を示しており，省略して

いるがリーフとして個々の理論が

位置づけられる． 
(2)は，個々の理

る方略を目的（学習者の状態

変化）とその達成・分解関係，理

論への参照の組み合わせ単位と

して，それらの集積として一つの

理論を捉える概念化である．本研究

個々の方略の概念化を「方式」とよび，特に理論に基づいて定

義された方式を「方式知識」とよんでいる [林 2007]．この「方式」

については次節でその概要を説明する． 
本研究では，これらの 2 種類の概念化

 

2.3 

した

ル化することによって，理論を理解・活用するための様々な観

点を生成する仕組みを構築することを目標としている． 

図 2 に方式として方略をモデル化

本研究では方式知識のis-a階層

パラダイムによる分類とは独立に，学習・教授方略を分類し

ている．Reigeluth[Reigeluth 1983]やMerrill[Merrill 1983]は，方

略を以下の 3 つに分類している． 
• Organizational strategy：どのように系列化するか，どんな図 1 学習・教授理論とモ

デルの is-a 階層 内容をどのように提示すべきか 
• Delivery strategy：どんなメディア

者のグループを構成

するか 
• Management strategy：

どのように実施する ，

L イベントとよばれ，上下のノード間をつなぐリンクと黒い四角

が方式を表している． 
I_L イベントは教授イ

あり，I_L というのは，教授(Instruction)と学習(Learning)の関

係を表していることを意味している．この I_L イベントによって，

教授行為と学習行為，学習者の状態変化という 3 つの概念の

関係を一つにまとめて概念化をすることで，ある学習・教授活動

でどんな状態が達成されるかを記述できる． 
方式はグレインサイズの大きなI_Lイベント

どのように動機付けや

個別化を行うか 
この分類をベースにして

Organizational strategy
さ ら に Developmental 

strategy (学習者の知識・ス

キルの発達に関する方略)，
Communication strategy (学
習者とのコミュニケーション

に関する方略)，Component 
strategy (学習内容に関する

方略)の 3 つに詳細に分類

することで，方略に関するト

ップレベルの分類を設定し

ている [林 2008b]．これらの

違いはマクロI_Lイベントとマ

イクロI_Lイベントにおける状

態の種類の組み合わせで

定義されている．例えば，

Developmental strategyは学

習者内部の認知プロセスに

関する状態（Internal state）

をより粒度の小さい認知プロ

セスに関する状態に分解す
図 3 方式知識の is-a 階層 

*学習内容を認識させる
* 認識する
* 学習内容を認識した

* 学習項目を認識させる
* 認識する
* 学習内容を認識した

* ガイドラインを認識させる
* 認識する
* 学習方針を認識した

方式２

マクロ
I_L イベント

分解 達成関係
方式１

達成関係

AND

OR

* 教授行為
* 学習行為
* 状態変化（最終状態）

I_Lイベント

マクロ
I_L イベント

マイクロ
I_L イベントマイクロ

I_L イベント

マイクロ
I_L イベント

方式

マイクロ
I_L イベント

* 例を認識させる
* 認識する
* 学習内容を認識した

凡例

 
図 2 方式の例 
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るもので，Communicative strategyはその認知プロセスをコミュニ

ケーションに関する外部状態（External state）に分解するもので

ある． 
この分類に基づいて，これまで 11 の理論から抽出した 105

個の方略を方式知識として記述し整理したのが，図 3 に示す方

式知識の is-a 階層である． 
この is-a 階層の最上位は，上述の方略の分類に基づいてい

る．図中の四角で囲まれているノードがこれに対応している．こ

れらの下位のノードはマクロ I_L イベントで設定されている学習

目標（その方式知識で分解される状態）の種類で分類されてい

る．このレベルの is-a 階層における特殊化は，状態の is-a 階層

と同型となる．そして，最後はマイクロ I_L イベントの特徴によっ

て分類される．これについてはまだ一部しか分類できていない

が，例えば，説明的に教えるか探求的に教えるかの違いなどが

ここで表され，マイクロ I_L イベントに含まれる教授行為の違い

などとして表される．例えば，説明的であれば，学習対象の内

容を直接的に伝達する行為が本質になるが，探求的であれば，

間接的に伝達する行為や行為を指示するものが本質になると

いったことである．最終的に，図 3 ではスペースの都合上省略

しているが，この is-a 階層の葉が各理論で提案されている個々

の方略となっている． 

3. 理解の深化のための観点の管理 
2.1 節で述べた 2 種類の概念化（理論全体の特性と方略の

集積）を核として理論を組織化するというのが，OMNIBUS で提

案している理論の整理手法である．このイメージを図 4 に示して

いる． 
個々の方式知識は前述したように方略を図 2 に示したような

イベントの達成関係として記述したものであり，理論の分類（図

4(A)）や状態の分類（図 4(B)）を参照して定義されている．これ

によって，個々の方略がどの理論のもので，どのような原理に基

づいていて（理論の分類は図 4(C)に示す知識モデルの分類に

基づいて構成されている），どのような目的（期待される学習者

の状態変化）を達成するのかといったことを定義している．そし

て，もう一つ重要なのが，2.3 節で示した方式知識の is-a 階層

（図 4(D)）であり，どのような目標をどのように達成するかという

観点で分類されている． 
このようにオントロジーでは概念の意味を概念間の is-a 関係

と参照関係で定義する．OMNIBUS では，理論を知識モデルに

関する概念と関係づけることにより定義し，個々の方略を方式知

識の is-a 階層の中で理論や状態を表すと対応づけることで定

義している． 
OMNIBUS における概念の関係性を利用して，多種多様な

理論の理解を支援するための観点を生成する仕組みを提案す

ることが本稿の主題である．図 4 に示しているように，個々の方

式知識は理論や状態を参照して定義されている．ここで定義さ

れている概念間の関係の方向性を柔軟に扱うことで，つまり，方

式知識から理論や状態への参照を逆にも辿ることで，注目する

概念に色々な意味で関連する他の概念を抽出し，各パラダイ

ム・理論がカバーする学習目標やある学習目標を達成するのに

有効な理論の数え上げ，パラダイム・理論毎の方略分類の割合

などといった観点を具体化することができる． 
例えば，図 4(B1)のようにある状態（ここでは Motivated）をキ

ーとすると，それを学習目標として設定している方式知識をす

べて抽出することができる（ここでは例として 3 つの方式知識

（図 5(D1~3））．そして，それらの方式知識が参照している（元に

なっている）理論を抽出することで，その状態についてどの理論

が扱い，それをどのように達成しようとしているかが分かる（図

5(A1~3））．さらに，これらの結果を状態の種類毎に比較すること

で，状態の種類と理論の関連性が分かる．また，逆にパラダイム

毎に学習目標として設定されている状態の分布を抽出すること

で，各パラダイムを比較し，傾向を分析することもできる． 

4. SMARTIES における観点管理 
本研究では，ここまで述べてきたOMNIBUSオントロジーに基

づ い て 学 習 ・ 教 授 シ ナ リ オ の 設 計 を 支 援 す る シ ス テ ム

 

(C) 知識モデルのis-a階層

(A) 理論・モデルのis-a階層

(D) 方式知識のis-a階層

(B) 状態のis-a階層

参照

参照

参照

参照

参照

参照

参照

Motivated

Gagne’s I-theory

Keller’s I-theory

STAR LEGACY model

Keller’s Motivational strategy

(SL) Motivational strategy

Gagne and Briggs’s Motivational strategy

MS for Motivated

Is-a

Is-a

Is-a

(A1)

(A2)

(A3)

(D1)

(D2)

(D3)

(B1)

 
図 4 学習・教授理論の構造化における概念間の関係性 
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参考文献 SMARTIESを開発している[林 2007]．ここではSMARTIESを使

って，現在OMNIBUSに含まれている 11 の理論から抽出した

105 個の方式知識を使って，各理論の特徴の検出やパラダイム

間の比較を定量的な観点から行った結果を示す．但し，序論で

も述べたように，この目的はその結果の妥当性を検証することで

はなく，実装した機能が正しく動いているかを検証である．今回

得られた分析の結果は，各理論やパラダイムに対する一般的な

認識とある程度合致していると思われるが，これはモデル化する

範囲によって変わってくることであり，その妥当性を証明するに

は厳密な検証が必要となる．これについては今後の課題とした

い． 
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5. おわりに 
方略に注目して学習・教授

理

一機能としてここで紹介した方式知

識

図 5 に示しているのは，Gagneの理論（9 教授事象）[Gagne 
1979] と Merrill の Component Display Theory (CDT) [Merrill 
1983]の比較である． 両方とも認知主義の理論・モデルに分類

できるが，その性質に若干の違いがある．各理論に含まれてい

る方式知識について，真ん中の円グラフが方略分類に関する

割合であり，右のグラフは状態分類に関する割合を示している．

方略の分類についてはGagneの理論（ 5(a)）がDevelopmental, 
Management, Communicationの 3 つのstrategyで構成され，

Developmental strategyが多いのに対し，CDT（図 5(b)）では

Developmental, Management, Communication, Componentの 4
つのstrategyで構成され，Component strategyが多いことである．

このことから，Gagneの理論は抽象的な学習者の内部状態を多

く扱い，CDTではより具体的な教授者と学習者のインタラクショ

ンに注目していると考えられる．方略の分類は状態と関連して

いるので，この傾向はそのまま右の状態分布のグラフでも読み

取ることができ，External stateがGagneの理論では出てこないの

に対して，CDTでは大半を占めている．これは，CDTの元々の

理念であるGagneの理論でカバーされていない抽象度の低いレ

ベルをカバーする[Merrill 1983]ということにも合致する． 
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Component strategyが多い

方式知識の分布 状態の分布

外部状態が多い

(b) Merrill の理論での方略分類と状態分類の分布 

図 5 個別理解の例 

本稿では，学習・教授

論を構造化する手法を提案し，それを用いた理論

の理解を深める支援について検討した．そして，実装

した機能の動作検証として，OMNIBUS に取り入れて

いる理論の分析を行った．この結果については，これ

まで理論研究において指摘されていることを概ね一

致する結果が得られた．但し，これは取り入れている

理論の種類とその解釈・モデル化によってまだ変化

する可能性があるものであり，分析結果の妥当性を主

張するには厳密な検証が必要となる．しかし，本研究

の第一の目標は人工知能技術，特にオントロジー工

学によって理論に関わる専門家（理論家）や実践家

（教師やインストラクショナルデザイナ）が理論を整理

し，共有するための情報工学的基盤を構築することで

あり，その点に関してはある程度の実現可能性を示せ

たと考えている． 
SMARTIES の

ブラウザの機能は教師やインストラクショナルデザ

イナといったシナリオオーサにあたるユーザが理論を

理解することを支援することに加えて，理論家などの

方式知識オーサにあたるユーザが理論の内容を確

認・分析するのにも役に立つのではないかと考えてい

る．今後の課題としては，理論のモデルの充実化とモ

デル化内容の妥当性の検証を行っていきたいと考え

ている． 



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


